
そ
れ
を
除
い
た
積
立
額
に

つ
い
て
は
加
入
一
口
当
り

１
万
円
を
支
部
に
返
す
事

が
常
務
理
事
会
に
お
い
て

決
定
し
た
。
そ
の
金
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
各
支
部

に
委
ね
る
が
、
で
き
る
だ

け
支
部
運
営
の
資
金
と
し

て
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

②
に
つ
い
て

現
行
２
万
円
の
組
合
加
入

金
を
徴
収
し
て
い
る
が
、

会
計
上
こ
の
加
入
金
は
固

定
負
債
と
し
て
処
理
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
固
定
負
債

が
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方

法
と
し
て
、
加
入
金
を
県

板
の
会
計
に
入
れ
ず
に
支

部
に
入
れ
る
、
又
は
加
入

金
を
徴
収
し
な
い
事
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に

は
定
款
の
一
部
変
更
が
必

要
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を

次
回
総
代
会
に
て
計
り
た

い
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

板(1)平成８年８月１５日 第３０８号
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》
蕊

（
。欧

ｓ
ぐ
う
６
つ
ひ
つ
ｃ
っ
ｃ
う
ｃ
ウ
い
う
ｃ
ウ
ｋ
ば
つ
ｃ
ふ
ば

④
そ
の
他

①
に
つ
い
て
平

野
理
事
長
よ
り
次

の
様
な
報
告
並
び

に
要
望
が
な
さ
れ

た
。
ま
ず
平
成
７

年
度
共
済
制
度
の

募
集
結
果
報
告
書

が
示
さ
れ
、
県
板

全
体
の
加
入
率
が

妬
％
に
す
ぎ
な
い

の
で
少
く
と
も
印

％
に
達
す
る
様
各

支
部
で
努
力
し
て

ほ
し
い
。
又
、
共

済
事
務
手
数
料
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、

７
年
度
の
事
業
収

入
に
２
２
０
万
円

を
組
入
れ
た
が
、

８
年
度
第
１
回
目
の
理

事
会
が
厚
生
委
員
会
と
合

同
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議

は
吉
田
事
務
局
長
の
司
会

で
開
会
さ
れ
、
平
野
理
事

長
の
挨
拶
に
続
き
次
の
識

ム
マ
ー
Ａ
画
一
ｖ
Ｄ
土
．
才
ｒ
“
“
二
回
ワ
ー
▲
７
０
ユ
８
百
，
０
・
辛
勺
一
ム
ユ
▼
Ｊ
ｏ
異
亨
・
〃
▲
▼
〃
ロ
凸
守
口
▲
▼
’
凸
■
寸
口
▲
▼
，
金
一
。
ａ
“
一
■
７
．
二
一
『
国
。
▲
▼
’
一
ユ
官
〃
■
“
▼
２
ロ
ユ
言
“
▲
▼
Ｊ
二
一
一
一
一
二
Ⅱ
▲
▼
，
。
－
エ
竹
ｊ
△
■
▼
Ｉ
・
邑
寸
‐
ユ
一
己
７
．
ユ
奉
口
。
△
Ｂ
７
ｏ
ユ
苧
ｊ
い
▼
，
国
差
国
一
，
▲
▼
９
．
ユ
写
。
▲
▼
０
ニ
ュ
ー
【
。
Ⅱ
ロ
ー
園
▼
，
，
壱
二
一
一
↑
４
“
二
画
▽
Ｊ
１
寺

つ
ぐ
ウ
ぐ
つ
ぐ
っ
ぐ
っ
ぐ
り
ぐ
う
Ｃ
り
ｃ
つ
ぐ
ウ
⑱

、
３
３
８
３
＃
＃
＃
＃
ｊ
８
３
３
ｊ
８
ｊ
＃
＃
＃
＃
＃
８
３
設

一
〔
巳
年
度
技
能
検
定
実
施
一

》

建
築
板
金
》

》

俵
３
３
＃
３
３
＃
３
３
３
３
３
８
８
３
８
＃
＃
＃
ｊ
３
８
ｊ
Ｌ

理
事
。
厚
生
委
員
合
同
会
議
開
く

ぐ
つ
ひ
つ
ぐ
り
侍
っ
心
ワ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
。
ぐ
つ

零
３１《測懸

訓

題
が
審
議
さ
れ
た
。

①
共
済
制
度
の
現
況
報
告

と
加
入
促
進

②
組
合
加
入
金
に
つ
い
て

③
国
保
担
当
役
員
に
つ
い

て ＃
…
…

△
７
月
ｇ
日
午
後
、
県
板
事
務
所
３
Ｆ

③
に
つ
い
て

早
川
前
専
務
が
今
ま
で
担

当
し
て
い
た
国
保
役
員
に

吉
田
事
務
局
長
を
主
た
る

代
表
と
し
て
選
任
す
る
。

も
う
一
人
の
役
員
は
全
板

国
保
加
入
組
合
員
の
内
よ

り
選
出
す
る
旨
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
は
次
の
様

な
質
疑
や
報
告
が
な
さ
れ

た
。⑪

保
証
制
度
適
用
店
の
看

板
に
つ
い
て
…
…
…
…

今
回
の
講
習
会
で
多
く

の
適
用
店
が
出
来
た
が
、

そ
の
数
に
見
合
う
看
板
の

在
庫
が
無
い
の
で
新
た
に

作
製
す
る
。

②
国
民
年
金
基
金
加
入
促

進
に
つ
い
て
…
…
…
…

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の

会
議
を
開
き
た
い
。

③
行
事
予
定
の
報
告

技
能
プ
ラ
ザ

皿
月
９
．
ｍ
日

能
力
開
発
促
進
大
会

ｕ
月
皿
日

名
古
屋
祭
り
職
人
展

皿
月
４
～
６
日

四
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調

査
事
業
の
ま
と
め
冊
子

増
刷
に
つ
い
て
…
…

現
在
見
積
り
依
頼
中
で

あ
る
。

以
上
で
審
議
を
終
え
、

村
上
副
理
事
長
の
閉
会
の

挨
拶
を
も
っ
て
会
議
を
閉

じ
た
。

高
橋

どく－髄ハ目ふら〕ろ

７
月
皿
・
理
日
岡
崎
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

建
築
板
金
・
内
外
装
板
金

作
業
の
、
実
技
試
験
と
課

題
作
品
の
審
査
が
、
行
わ

れ
た
。幻

日
役
員
は
、
９
時
別

分
ま
で
に
会
場
の
準
備
を

終
え
受
験
者
の
受
け
付
け

を
開
始
し
た
。

作
業
道
具
の
搬
入
と
点

検
を
お
こ
な
い
平
野
理
事

長
の
励
ま
し
の
言
葉
と
石

原
検
定
委
員
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

検
定
委
員
の
作
業
内
容

の
説
明
と
、
岡
崎
高
等
技

術
専
門
校
の
竹
本
先
生
か

ら
１
級
の
当
日
発
表
Ｘ
の

寸
法
が
発
表
さ
れ
午
前
四

時
作
業
開
始
の
笛
で
ス

験
者
で
標
準
時
間
よ
り
１

時
間
も
早
か
っ
た
り
、
打

ち
き
り
時
間
５
分
前
に
課

題
を
提
出
す
る
も
の
も
い
た
。

一
宮
地
区
で
は
今
回
ｕ

名
の
受
験
者
が
あ
っ
た
が

組
織
的
な
指
導
体
制
が
無

く
個
人
の
力
に
頼
っ
て
い

る
、
名
古
屋
の
講
習
会
場

に
通
っ
た
も
の
も
い
る
が

山
名
が
３
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
練
習
し
た
。

日
曜
日
は
４
回
、
人
数

が
多
い
の
で
鉄
工
所
の
工

場
を
借
り
て
全
員
の
展
開

図
、
加
工
の
講
習
を
行
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で

応
援
を
誰
に
頼
ん
で
よ
い

か
わ
か
ら
ず
一
人
で
、
検

定
の
役
員
と
い
う
立
場
上
、

練
習
場
の
設
定
か
ら
弁
当

の
買
い
出
し
ま
で
し
て
い

る
と
細
部
の
指
導
ま
で
行

き
届
か
な
か
っ
た
。

ノ

佐
藤

ぐ
う
ｃ
つ
ぐ
ウ
ｃ
ウ
ｃ
つ
ぐ
つ
ぐ
ワ
ｃ
う
Ｃ

愛

蕊

ダ
ー
ト
し
た
。

今
年
度
の
受
験
者
は
１

級
が
訓
名
、
２
級
が
皿
名

で
、
約
３
分
の
１
が
学
科

と
、
実
技
、
残
り
が
学
科

免
除
者
と
な
っ
て
お
り
、

免
除
者
の
な
か
に
は
前
回

の
合
格
者
と
指
導
員
免
許

習
得
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。

課
題
作
成
の
標
準
時
間

は
、
１
級
が
４
時
間
半
、

２
級
が
４
時
間
で
、
減
点

対
象
と
な
る
打
ち
き
り
時

間
訓
分
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

試
験
前
の
課
題
の
練
習

に
お
い
て
は
、
三
河
地
区

や
、
名
古
屋
地
区
は
訓
練

校
を
単
位
に
講
習
会
を

行
っ
て
い
る
の
で
作
業
進

行
も
比
較
的
に
統
一
さ
れ

て
い
た
が
他
の
地
区
の
受

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６
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中
学
生
と
小
学
生
の
三

人
の
子
供
が
い
る
私
に
、

突
然
四
人
目
の
子
供
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
で
す
。
○
○

ツ
ア
ー
に
行
っ
た
覚
え
は

な
い
の
に
…
…
。
と
言
う

の
は
冗
談
で
す
が
、
今
度

フ
ォ
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト

に
入
会
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
私
の
フ
ォ
ス
タ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
住
む
、
エ
ル
ナ
ジ
ュ

ミ
ー
ー
テ
ィ
ち
ゃ
ん
で
す
。

彼
女
は
一
九
九
五
年
二
月

二
十
五
日
生
ま
れ
の
一
才

半
で
す
。
お
父
さ
ん
は
ム

チ
ノ
、
お
母
さ
ん
は
ス
テ

イ
ネ
ム
の
長
女
と
し
て
生

板第３０８号 平成８年８月１５日（２）

〃
、
、
ｆ
、
、
ノ
も
、
ｊ
ｒ
７
９
も
Ｊ
１
７
０
４
ｉ
ｌ
７
、
、
’
１
７
９
，
４
１
７
、
『

陰
一
一
言
一
一
一
一
一
言
二
一
一
一
言
』
』
二
一
一
一
一
弓
一
一
一
一
一
一
旨
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
』
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
茸
言
二
一
一
一
』
旨
二
に

州
技
能
絵
更
州

。
一
言
『
一
二
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
『
一
二
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
再
二
一
一
一
一
一
↓
二
二
一
一
『
一
二
一
一
一
一
一
ご
二
一
一
一
一
一
三
一
二
一
一
一
二
二
コ

蕊
溝
斡
謡
減
群
韓
禰
露
巻
獅
蕊
蕊
雛
瀦
識
蕊
爵
韓
試
蕊
彩
撰
溌
承
韓
稚
慈
趣
雛
蕊
誌
蛾
舜
聯
蕊
韓
鈷
溌
識
独
減
諏
蕊
蕊
鰯
撚
識
独
韓
深
滅
洪
蛾
蕊
溌
蕊
篭
舞
蕊
誌
蕊
飽
懲
承
添
溝
慰
舞
溌
汽
添
汽
域
舞
職
群
蛾
駕
認
騒
蝿
認
鍔
〉
隷
群
韓
蝋
雛
蛾
紘
謬
悪
滋
溌
汽
誠
添
騨
駕
饗
溌
飛
球
溌
競
獅
餓
篭
興
誠
蕊
郷
藩
容
蕊
蕊
織
鵠

今
年
初
め
て
、
東
三
の

補
佐
員
と
し
て
、
技
能
検

定
に
立
ち
合
っ
た
。
数
年

前
は
逆
の
立
場
だ
っ
た
の

で
、
い
さ
さ
か
と
ま
ど
っ

た
。
、
月
３
日
（
木
）
に
合

格
発
表
さ
れ
る
が
全
員
合

格
し
て
い
れ
ば
、
面
目
躍

如
で
あ
る
が
、
他
人
に
教

え
る
む
ず
か
し
さ
、
一
定

の
レ
ベ
ル
ま
で
に
、
短
期

間
で
引
き
上
げ
る
、
む
ず

中
板
協
青
年
部
の
総
代

会
は
、
平
成
７
年
度
よ
り

会
場
が
中
部
７
県
の
持
ち

回
り
と
な
り
第
２
回
目
を

福
井
県
担
当
と
し
平
成
８

年
７
月
皿
日
（
日
）
福
井
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
．
（
Ｊ

Ｒ
福
井
駅
３
階
）
に
て
午

前
皿
時
即
分
よ
り
開
会
し

ま
し
た
。
総
代
詔
名
中
出

席
”
名
、
委
任
状
１
名
と

い
う
参
加
内
容
で
会
議
は

成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
よ
り
富
山
県
板
青
年

部
が
参
加
し
中
部
７
県
が

そ
ろ
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
愛
知
県
よ
り
、
松
井

部
長
、
河
田
副
部
長
、
神

谷
相
談
役
、
岩
崎
幹
事
、

奥
谷
幹
事
の
５
名
が
出
席

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

一
自
年
部
総
代

四
人
目
の
子
供
一

況
報
告
は
又
に
し
ま
す
が
、

フ
ォ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
資

料
を
見
る
と
世
界
中
で
い

か
に
援
助
を
要
す
る
子
供

が
多
い
か
、
日
本
が
い
か

に
豊
か
か
、
思
い
知
ら
さ

れ
ま
す
。
五
才
以
下
で
命

を
落
と
す
子
供
の
九
十
七

％
が
発
展
途
上
国
の
子
供

達
だ
そ
う
で
す
。
マ
ラ
リ

ア
、
ジ
フ
テ
リ
ア
等
、
汚

染
さ
れ
た
水
が
原
因
と
の

事
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
。
「
生
き
る
こ
と
は

闘
い
」
と
あ
る
が
、
そ
ん

な
子
供
達
に
直
接
何
か
し

て
あ
げ
る
事
は
出
来
な
い

が
、
月
五
千
円
な
ら
と
思

う
人
た
ち
が
日
本
に
五
万

人
い
る
そ
う
で
す
。
一
九

三
七
年
ス
ペ
イ
ン
内
乱
に

よ
っ
て
親
も
家
も
失
っ
た
、

大
勢
の
戦
災
孤
児
を
救
う

た
め
、
英
国
の
二
人
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る

活
動
が
は
じ
ま
り
、
一
九

三
八
年
米
国
に
て
組
織
化

さ
れ
、
国
連
で
承
認
さ
れ

て
、
一
九
八
三
年
日
本

フ
ォ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
協

会
が
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

連
絡
先
を
記
載
し
ま
す
。

財
団
法
人
日
本
フ
ォ
ス

タ
ー
・
プ
ラ
ン
協
会

〒
皿
東
京
都
世
田
谷
区

太
子
堂
四
’
一
一
一
’
一

皿
○
三
’
五
四
八
一
’

六
一
○
○

岬
○
三
’
五
四
八
一
’

一
一
一
八
一
一

ま
で
ど
う
ぞ
・

東
三
吉
田

１
１

←ご与畠÷Ｕ

か
し
さ
、
等
お
も
い
し
ら

さ
れ
る
。
又
、
受
験
生
に

教
え
ら
れ
る
事
も
あ
り
、

自
分
の
力
不
足
感
あ
り
で

あ
っ
た
。

生
意
気
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
検
定
を

見
て
て
、
受
験
生
諸
君
の

柏
木
の
使
い
方
が
「
へ
た
」

で
あ
る
。
機
械
化
が
進
み
、

使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の

は
わ
か
る
が
、
基
礎
が
出

福
井
県
板
青
年
部
仲
野

副
部
長
の
司
会
進
行
で
始

ま
っ
た
総
代
会
は
、
前
田

能
孝
福
井
県
板
青
年
部
長

の
開
会
の
辞
、
中
板
協
青

年
部
部
長
の
桑
原
康
成
氏

（
三
重
）
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
紹
介
が
あ
り
、
中
板
協

会
長
宇
野
万
木
男
（
岐

阜
県
板
理
事
長
）
千
秋

勇
（
福
井
県
板
理
事
長
代

行
）
、
山
崎
了
介
（
福
井
県

鉄
鋼
二
次
製
品
問
屋
協
同

組
合
理
事
．
長
）
の
３
氏
が

紹
介
さ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
後
本
年

よ
り
参
加
さ
れ
た
富
山
県

板
青
年
部
部
長
の
吉
倉
幸

一
氏
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会

し
ま
し
た
。

任
で
あ
る
ｃ
図
面
は
わ
か

る
ま
で
書
き
、
製
品
は
帥

分
余
裕
が
あ
る
く
ら
い
ま

で
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
ま
で
出
来
れ
ば
、
緊

張
も
か
な
り
、
や
わ
ら
ぐ

の
で
は
な
い
か
、
検
定
の

為
の
検
定
で
は
な
く
、
仕

事
に
応
用
し
て
こ
そ
、
意

義
が
あ
り
、
自
分
の
為
な

の
で
す
。
検
定
員
、
補
佐

員
の
中
年
の
皆
様
、
中
年

は
口
よ
り
先
に
手
を
出
す

の
は
悪
い
ク
セ
で
す
。

我
々
は
も
う
少
し
、
若
者

の
自
主
性
を
信
じ
ま
し
ょ

う
。
《
模
擬
試
験
を
見
て
》

そ
れ
よ
り
も
、
我
々
の
仕

事
は
、
せ
っ
か
く
も
ぎ

取
っ
た
、
資
格
を
充
分
生

か
せ
る
場
を
作
る
事
が
、

最
大
の
仕
事
と
思
う
。
紙

切
れ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

受
験
生
の
諸
君
、
検
定

員
、
補
佐
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
上
に
な
り

立
っ
て
い
る
事
を
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。

皆
様
署
い
中
、
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。東

三
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来
て
、
応
用
が
き
く
と
思

う
。
ま
た
、
道
工
具
の
手

入
れ
の
悪
さ
も
目
立
つ
、

片
づ
け
に
始
ま
り
、
終
わ

る
の
で
あ
る
。
作
業
場
か

ら
、
道
工
具
か
ら
、
そ
し

て
技
術
が
と
も
な
い
金
を

生
み
だ
す
の
だ
か
ら
作
業

場
は
き
れ
い
に
、
道
工
具

は
手
入
れ
を
す
る
の
が
、

初
心
な
の
で
す
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
・

普
段
、
あ
あ
い
っ
た
経

験
は
少
な
い
と
思
う
。
い

か
に
検
定
ま
で
に
そ
な
え

て
お
く
か
は
、
自
分
の
責

会
』
が
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
担

当
（
静
岡
県
）

で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
報

告
さ
れ
各
県

の
一
層
の
連

帯
が
望
ま
れ

る
と
の
事
で

し
た
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
展

示
が
行
わ
れ

銅
板
屋
根
材
、

雨
ど
い
金
物

福
井
県
板
青
年
部
会
計
須

賀
原
氏
田
氏
を
議
長
に
選

出
し
て
議
案
審
議
に
入
り

第
１
号
議
案
（
事
業
報
告
、

決
算
報
告
）
よ
り
順
次
可

決
承
認
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
今
回
は
特
に
平
成
９

年
度
の
事
業
と
し
て
、
平

成
加
年
２
月
に
『
第
加
回

全
国
建
築
板
金
競
技
大

ｉ塚〒一”霊 ．
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ま
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム

教
だ
そ
う
で
す
。
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
同

居
し
て
ま
す
。
彼
女
が
十

八
才
に
な
る
ま
で
フ
ォ
ス

タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と
し
て

付
き
合
い
ま
す
。
十
八
才

に
な
る
と
、
援
助
は
卒
業

と
な
る
か
ら
で
す
。

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ

ン
ト
に
応
募
す
る
き
っ
か

け
は
、
日
本
経
済
新
聞
に

広
告
が
載
っ
て
い
ま
し
て

子
供
三
人
と
話
し
合
い
、

正
月
の
お
年
玉
よ
り
年
収

の
少
な
い
人
達
が
た
く
さ

ん
い
る
事
、
又
、
栄
養
失

調
で
お
腹
が
出
る
事
、
手

を
洗
っ
て
も
水
が
は
じ
か

な
い
事
な
ど
、
子
供
達
が

正
確
に
理
解
し
た
か
ど
う

か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

三
人
の
子
供
が
月
三
○
○

円
（
合
計
九
○
○
円
）
ず

つ
、
お
こ
ず
か
い
か
ら
出

し
合
う
事
を
約
束
し
て
く

れ
ま
し
た
。
残
り
四
一
○

○
円
は
私
が
出
す
事
で
合

意
し
、
フ
ォ
ス
タ
ー
ペ
ア

レ
ン
ト
に
応
募
し
た
次
第

で
す
。
希
望
国
名
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
私
の
会
社

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
研
修

生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

何
か
の
「
縁
」
を
感
じ
た

か
ら
で
す
。
エ
ル
ナ
の
近

，識：

雫
蝋
…

愛

晶
叫
品
訴
唖
、
‐
．
‐

・烏勝欝

其,蝿

ｒ4:

等
８
社
の
参
加
が
在
り
ま

し
た
。
総
代
会
終
了
後
同

じ
会
場
で
懇
親
会
が
出
典

メ
ー
カ
ー
も
同
席
し
て
開

催
さ
れ
、
途
中
各
県
参
加

者
の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

内
に
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

豊
田
松
井



に
と
大
府
営
業
所
を
開
設
、

建
築
総
合
商
社
と
し
て
業
績

を
拡
大
し
て
き
た
。
愛
板
鉦

号
の
「
雨
・
屋
根
・
水
」
を

考
え
る
で
紹
介
し
た
が
当
時

は
ど
こ
の
店
も
扱
わ
な
か
っ

た
ク
ポ
タ
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
を

中
部
地
方
で
い
ち
早
く
取
り

扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
㈱

池
田
商
店
で
あ
る
。

社
是
を
「
誠
意
・
熱
意
・

創
意
」
と
掲
げ
社
員
一
丸
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
常

に
前
向
き
の
姿
勢
で
業
界
に

先
駆
け
て
い
る
。
加
工
部
門

も
甚
目
寺
倉
庫
に
併
設
し
て

得
意
先
の
要
望
に
応
え
て
い

る
。
平
成
三
年
に
甚
目
寺
工

場
の
西
に
新
た
に
営
業
本
部

を
建
設
、
よ
り
一
層
の
受
注

に
応
え
て
い
る
。

得
意
先
と
の
親
睦
に
は
Ｓ

Ｉ
研
親
会
と
言
う
組
織
が
あ

り
例
年
新
商
品
の
勉
強
会
隔

年
で
一
泊
旅
行
で
工
場
見
学

を
行
っ
て
い
る
昨
年
度
は
阪

神
大
震
災
の
た
め
取
り
や
め

と
な
っ
た
が
今
年
度
は
長
野

県
諏
訪
市
の
諏
訪
湖
ホ
テ
ル

で
会
員
百
二
十
名
の
参
加
で

総
会
を
開
催
、
翌
日
養
命
酒

駒
ヶ
根
工
場
を
見
学
し
た
。

従
業
員
の
平
均
年
齢
は
三
四

・
二
才
と
若
く
活
気
あ
る
問

屋
さ
ん
で
、
今
後
も
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
事
が
期
待
さ
れ

る
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

商
号株

式
会
社
池
田
商
店

板(3)平成８年８月１５日 第３０８号愛
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斎
藤
充
昭

て
企
画
さ
れ
た
が
、
参
加
希

望
者
を
池
田
商
店
の
取
り
引

燕
。
歩
部

『
￥
』 識謙瀞禰融織』苧蔀
Ｊ卜魂､?、

.；曇〔：

矩畠令心、~～-＝も－－－、勺

嬢蕊鰯
第
１
回
株
式
会
耐

㈱
池
田
商
店
は
名
古
屋
駅

か
ら
西
へ
お
よ
そ
一
キ
ロ
く

ら
い
の
則
武
本
通
り
に
本
社

が
あ
る
。

社
長
は
大
正
九
年
生
ま
れ

ザ
ｈ
、
仏
。 ▼

新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

蕊

シ
ー
や
二
階
建
バ
ス
が
走
り
、

歩
道
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
散

策
の
人
で
賑
や
か
。
物
売
り

や
客
引
き
も
な
く
治
安
も
い

い
。
そ
し
て
人
で
賑
わ
っ
て

居
な
が
ら
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し

た
と
こ
ろ
が
な
く
、
清
潔
感

の
溢
れ
る
街
の
姿
が
素
晴
ら

し
い
。シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
ゴ

ミ
・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
・
ガ

ム
・
シ
バ
を
吐
く
．
立
ち

シ
ョ
ン
・
ハ
エ
や
蚊
を
発
生

さ
せ
る
不
潔
な
事
な
ど
す
べ

て
罰
金
。
公
共
施
設
や
公
共

機
関
内
で
の
喫
煙
な
ど
徹
底

し
た
罰
金
美
化
政
策
で
あ
る
。

ガ
ン
さ
ん
の
案
内
で
一
日
目

の
観
光
に
出
る
。
熱
帯
植
物

園
で
花
を
観
賞
、
マ
ウ
ン
ト

フ
ェ
バ
ー
に
登
り
セ
ン
ト
ー

サ
島
や
活
気
に
満
ち
た
港
を

眺
望
、
革
製
品
店
で
バ
ッ
グ

の
品
定
を
し
、
飲
茶
料
理
の

昼
食
の
後
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

シ
ン
ボ
ル
「
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
」

像
を
見
る
。
港
の
一
角
に
設

け
ら
れ
た
公
園
の
水
辺
に

マ
ー
ラ
イ
オ
ン
が
沖
を
眺
め

る
よ
う
に
建
っ
て
い
た
。
頭

が
ラ
イ
オ
ン
で
下
が
魚
の
尾

を
し
た
想
像
動
物
で
お
土
産

な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
夕
食

後
格
式
血
１
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ

ホ
テ
ル
の
ロ
ン
グ
バ
ー
で
ピ

ン
ク
の
カ
ク
テ
ル
を
楽
し
む
。

つ
ま
み
に
出
る
塩
味
で
小
指

の
先
位
の
殻
付
き
落
花
生
を

か
じ
る
。
お
替
り
自
由
、
剥

い
た
殻
は
下
に
捨
て
る
、
だ

良
く
気
心
も
知
り
合
っ
た
仲

間
同
志
で
有
っ
た
事
も
幸
し

て
終
始
和
や
か
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
事

が
で
き
た
。

一
行
十
四
人
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
添

乗
員
を
含
む
）
は
六
月
十
四

日
午
前
、
名
古
屋
空
港
を
飛

び
立
っ
た
。
機
体
・
機
内

サ
ー
ビ
ス
・
接
客
な
ど
業
界

人
気
度
脆
１
を
誇
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
九
八
一
便
は
六

時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
夕
刻
五

時
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
に
到

着
。
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
笑
顔
や

行
き
届
い
た
気
使
い
に
六
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
も
そ
れ
程
長

く
感
じ
ら
れ
な
い
。
現
地
ガ

イ
ド
の
「
ガ
ン
さ
ん
」
の
出

迎
え
を
受
け
バ
ス
で
ホ
テ
ル

に
向
か
う
。
無
事
到
着
、
旅

の
成
功
を
祈
り
タ
イ
ガ
ー

ビ
ー
ル
に
て
乾
杯
、
中
華
料

理
の
夕
食
の
後
、
全
員
で
夜

の
街
へ
散
策
に
出
掛
け
る
。

ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
五
分

位
の
所
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
一

番
の
メ
イ
ン
道
路
、
オ
ー

チ
ャ
ド
・
ロ
ー
ド
が
有
る
。

色
と
り
ど
り
の
ネ
オ
ン
や
照

明
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
斬
新

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
や
ホ

テ
ル
が
建
ち
並
び
、
広
い
歩

道
に
は
緑
の
枝
葉
が
生
茂
っ

た
太
い
木
々
が
照
明
に
映
え

て
何
と
も
爽
や
か
。
明
る
い

歩
道
ぞ
い
に
は
高
級
ブ
ラ
ン

ド
店
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
豊

富
な
品
々
が
観
光
客
を
引
き

付
け
る
。
道
路
に
は
タ
ク

広
報
委
員
会
で
は
「
愛
板
」
皿
号
か
ら
問
屋
親
睦
会

シ
リ
ー
ズ
と
題
し
て
六
回
連
載
し
た
が
一
部
の
問
屋

さ
ん
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。

今
回
、
日
頃
私
た
ち
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
材

料
の
供
給
先
の
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
の
会
員
会
社
二
十

七
社
を
五
十
音
順
に
順
次
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
１
回
株
式
会
社
池
田
商
｛
宙

蕊蕊

き
業
者
全
体

を
対
象
に
し

て
行
っ
た
。

全
観
光
・

全
食
事
付
・

五
日
間
で
十

万
七
千
円
の

格
安
料
金
で

募
集
さ
れ
た

が
Ｐ
Ｒ
不
足

も
あ
っ
て
参

加
者
は
夫
婦

・
兄
弟
・
友

人
コ
ン
ビ
・

一
人
参
加
な

ど
十
三
人
に

と
ど
ま
っ
た

が
か
え
っ
て

ま
と
ま
り
が

合
計
三
十
六
名

平
均
年
齢
三
十
四
・
二
才

取
引
先
愛
知
県
一
円
建
築

板
金
業
者
約
三

百
社

営
業
目
的
一
、
カ
ラ
ー
ト

タ
ン
そ
の
他
建
築
用
資
材
の

成
型
並
び
に
販
売
二
、
建

設
工
事
の
請
け
負
い
建
設

業
許
可
番
号
（
股
’
六
）
第

２
４
５
３
９
号
許
可
建
設
業

の
種
類
屋
根
工
事
業
・
板
金

工
事
業
以
上鷲

見

驚
綴
密
蕊
蕊
蕊
撚
篭
鑑
韓
濡
撰
蕊
〈
蕊

池
田
商
店

の
池
田
惣
一
氏
七
十
六
才
で

あ
る
。
惣
一
氏
は
中
村
区
祢

宣
町
の
吉
田
商
店
で
修
行
し

て
若
干
二
十
八
才
に
し
て
昭

和
二
十
三
年
上
笹
島
町
に
池

田
商
店
と
し
て
独
立

開
業
し
た
。
当
時
は

戦
後
の
混
乱
し
た
時

代
で
ト
タ
ン
の
商
売

も
切
符
制
で
あ
り
大

変
苦
労
を
し
て
仕
入

れ
て
、
お
得
意
様
に

届
け
て
い
た
。

得
意
先
に
は
バ
ケ

ツ
屋
さ
ん
や
衣
装
缶

屋
さ
ん
が
多
く
こ
の

バ
ケ
ツ
衣
装
缶
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
出

世
払
い
で
よ
い
か
ら

と
昭
和
二
十
七
年
現

在
地
に
移
転
し
た
。

三
十
一
年
に
は
株
式

会
社
に
、
三
十
七
年

に
現
在
の
本
社
ビ
ル

を
建
設
、
四
十
六
年

に
は
販
売
網
の
拡
充

鼠鰯

iIiI蕊1111
森
凄
森
騨
蒋
評
誌
鋒
螺
騨
騨
蒋
寒
群
認
識
》
蕊
容
一

蕊 今
回
の
海
外
研
修
は
当
初

研
親
会
の
活
動
の
一
端
と
し

磯溌
本
社
名
古
屋
市
中
村
区
則

武
本
通
り
一
’
三
十
三

営
業
本
部
愛
知
県
海
部
郡

甚
目
寺
町
大
字
甚
目
寺
字
山

王
十
六

大
府
店
大
府
市
米
田
町
二

’
九
十
九

創
業
昭
和
二
十
三
年

設
立
昭
和
三
十
一
年
二
月

二
十
一
日

代
表
取
締
役
池
田
惣
一

資
本
金
四
千
九
百
万
円

従
業
員
男
子
二
十
四
名

女
子
十
二
名

蕊
器
蕊
零
蕊
蕃
蕊
撚
溌
藤
蕊
蕊
篭
馨
蕊

池
田
商
店

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
」



昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会
唱
名

中
村
支
部

躯
日
支
部
定
例
会

中
支
部

６
日
７
月
常
会
胆
名

共
済
制
度
の
現
況

報
告
と
加
入
促
進

一
宮
支
部

羽
日
青
年
部
例
会

別
日
支
部
役
員
会

旧
名

尾
張
板
金
連
合
会

１
日
名
古
屋
航
空
宇

宙
シ
ス
テ
ム
三

板第３０８号 平成８年８月１５日（４）

蕊
謡
蕊
舞
慧
燕
蕊
爽
斡
蕊
蕊
蕉
叢
》
蕊
舞
潅
蕊
蕊
溌
篭
隷
窯
蕊
蕊
急
隷
蕊
蕊
蕊
鑑
鏑
蕊
蕊
舞
灘
蕊
討
蕊
心
蕊
諺
蕊
巽
韓
壷
鋒
篭
韓
蕊
蕊
撲
驚
韓
盗
懲
離

か
ら
床
は
殻
だ
ら
け
。
こ
の

殻
を
客
が
踏
む
か
ら
殻
の
油

脂
が
木
の
床
に
染
み
込
ん
で

為
に
い
い
と
か
。
発
想
が
面

白
い
穴
場
の
一
つ
で
あ
る
。

翌
日
は
橋
一
本
渡
っ
た
隣

の
国
マ
レ
ー
シ
ア
へ
行
く
橋

の
上
は
出
入
り
の
車
で
大
渋

滞
。
入
国
審
査
を
経
て
果
樹

園
の
中
で
民
族
舞
踊
や
音
楽

を
聞
き
、
食
べ
放
題
の
バ
ナ

ナ
と
カ
レ
ー
の
試
食
を
し
た

後
、
イ
ス
ラ
ム
教
寺
院
を
見

学
、
白
色
の
大
き
な
寺
院
は

見
応
が
あ
る
が
敷
物
や
ニ
セ

物
時
計
の
物
売
り
が
多
く
う

る
さ
い
こ
と
。
こ
の
夜
は
郊

外
の
夜
行
性
動
物
園
ナ
イ
ト

サ
フ
ァ
リ
と
ニ
ュ
ー
ト
ン

サ
ー
カ
ス
屋
台
街
へ
寄
る
。

星
空
の
下
で
好
き
な
物
が
割

安
で
食
べ
ら
れ
好
評
。
観
光

四
日
目
は
二
階
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
・
地
下
鉄
・
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
体
験
利
用
し
て
リ

ゾ
ー
ト
地
セ
ン
ト
ー
サ
島
へ
。

博
物
館
水
族
館
戦
争
史
料
館

や
ホ
テ
ル
白
い
砂
浜
も
完
備

し
て
太
陽
が
舷
し
い
。
最
後

の
夜
は
マ
ン
ダ
リ
ン
ホ
テ
ル

で
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
見
な

が
ら
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
き
翌
日
帰
国
。
紙
面
の

都
合
で
書
き
足
ら
な
い
の
が

残
念
。後

日
の
反
省
会
に
招
い
た

添
乗
員
の
児
島
小
夜
子
さ
ん

が
バ
リ
島
に
ど
う
し
て
も
連

れ
て
行
き
た
い
と
言
う
希
望

を
来
年
あ
た
り
か
な
え
る
事

に
全
員
一
致
し
た
。

の
中
十
五
番

ホ
ー
ル
で
豊
田

地
区
の
、
河
合

澄
夫
氏
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の

快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。
お
ま
け

に
こ
の
ホ
ー
ル

は
ゴ
ル
フ
場
よ

り
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
一
年
分
が
つ

い
て
お
り
本
人

は
た
だ
ビ
ッ
ク

輪
編
集
後
記

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
ア
ト

ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

開
催
国
ア
メ
リ
カ
色
を
強

く
打
ち
出
し
た
感
動
の
開

会
式
か
ら
一
週
間
、
前
半

戦
の
水
泳
・
柔
道
な
ど
各

種
競
技
も
ほ
ぼ
終
り
中
盤

戦
に
向
け
て
益
々
白
熱
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
各
社
も
、
よ

り
早
い
情
報
伝
達
機
能
技

術
が
進
み
連
日
の
熱
戦
の

様
子
や
結
果
が
大
き
く
紙

面
や
画
面
に
踊
っ
て
、
日

本
選
手
の
入
賞
に
期
待
を

持
た
せ
る
。
テ
レ
ビ
も
二

十
四
時
間
体
制
を
組
み
通

信
衛
星
を
使
い
、
真
夜
中

の
同
時
実
況
放
送
も
さ
れ

つ
い
こ
れ
に
熱
中
し
て
連

日
の
熱
帯
夜
も
重
な
り
睡

眠
不
足
に
な
る
人
も
多
い

と
か
。
五
輪
に
は
「
参
加

す
る
事
に
意
義
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
出

場
選
手
に
選
ば
れ
た
以
上

メ
ダ
ル
へ
の
思
い
は
す
べ

て
の
選
手
皆
同
じ
で
あ
る
。

今
の
社
会
や
マ
ス
コ
ミ
は

入
賞
の
期
待
を
懸
け
過
ぎ

る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
日
の
た
め
に
青
春
を

懸
け
た
選
手
は
外
圧
に
負

け
ず
花
の
舞
台
で
楽
し
く

精
一
杯
競
技
し
て
貰
い
た
い
。

七
月
三
十
日
㈹
晴

三
○
八
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③

Ｅ一一一

Ｉ
ｆ
ｆ
Ｊ
’
ぜ
．

甲
３
勺
．
’
．

例
年
に
な
い
雨
の
多
い

今
年
の
梅
雨
の
晴
間
の
６

月
”
日
、
日
帰
り
コ
ー
ス

で
「
日
間
賀
島
へ
の
グ
ル

メ
」
と
称
し
て
、
９
事
業

所
の
奥
様
を
主
役
で
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
組
合
員

共
々
型
名
で
、
三
河
湾
の

美
味
を
い
す
ず
旅
館
に
お

い
て
あ
じ
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。午

前
、
時
頃
海
上
タ
ク

シ
ー
で
波
の
静
か
な
三
河

湾
を
溺
分
く
ら
い
ド
ラ
イ

ブ
す
る
と
島
の
桟
橋
に
は

今
年
始
め
て
見
る
水
着
姿

の
家
族
連
れ
も
い
て
海
水

浴
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い

た
。
旅
館
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
後
ロ
ビ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
を
と
り
風
呂
の
後

に
日
間
賀
島
名
物
タ
コ
ず

ザ幽鍵

鯉瀞固
容

篭

蕊

リ
で
「
泡
」
て
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
多
忙
の
中

平
野
理
事
長
も
か
け
つ
け

挨
拶
を
頂
い
た
。
皆
様
よ

り
お
祝
い
の
言
葉
や
、
祝

宴
に
参
加
頂
き
大
変
盛
り

上
が
っ
た
。

今
回
参
加
者
全
員
が

ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
に
な
り

と
て
も
良
い
コ
ン
ペ
だ
っ

た
。

優
勝
加
藤
富
生
（
昭
和
）

二
位
野
村
雅
宣
（
稲
沢
）

三
位
西
俣
章
（
豊
田
）

L蝋
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蕊
卜

蕊
一
噸

＝

蕊

建
設
連
合
会
板
金

支
部
会
議
加
名

刈
谷
支
部

７
日
家
族
親
睦
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
妬
名

幡
豆
支
部

舶
日
青
年
部
定
例
会

、
名

恥
日
支
部
定
例
会

知
多
支
部

妬
日
支
部
理
事
会

過
名

東
三
支
部

２
日
定
例
会
旧
名

型
日
三
役
会
６
名

即
日
訓
練
校
・
支
部

及
び
青
年
部
合
同

懇
親
会
賜
名

菱
重
工
業
見
学

小
牧
支
部

１
日
右
記
見
学
６
名

春
日
井
支
部

１
日
三
菱
重
工
見
学

５
名

８
日
定
例
会
Ⅳ
名

卵
日
役
員
会
４
名

碧
南
支
部

型
日
太
子
誌
及
び
会

議
共
済
制
度
の

現
況
と
戻
し
金
の

取
り
あ
つ
か
い

豊
田
支
部

旧
日
第
４
回
役
員
会

瀞競駕 し
に
舌
づ
つ
み
、
お
酒
に

ビ
ー
ル
と
く
れ
ば
カ
ラ
オ

ケ
も
始
ま
り
デ
ュ
エ
ッ
ト

も
何
曲
か
出
て
、
普
段
は

話
す
機
会
の
少
な
い
奥
様

同
志
の
お
し
ゃ
べ
り
、

チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
話
が

は
ず
み
時
の
過
ぎ
る
の
も

早
く
、
な
ご
り
お
し
く
帰

り
の
時
を
む
か
え
た
。
道

中
、
干
物
売
り
の
お
ば

ち
ゃ
ん
の
か
け
声
に
イ
ル

カ
も
姿
を
の
ぞ
か
せ
て
和

や
か
な
う
ち
に
無
事
、
行

事
を
終
了
し
た
。

日
頃
組
合
員
同
志
は
、

組
合
活
動
、
組
合
青
年
部

時
代
か
ら
の
付
き
合
い
、

仕
事
の
関
係
等
で
は
仲
の

良
い
西
尾
支
部
で
す
が
こ

れ
ま
で
奥
様
同
志
は
そ
ん

な
折
も
な
く
機
会
を
も
う

識
議
織

iｆ

け
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
が
り
今
回

は
２
回
目
の
企
画

と
な
っ
た
。
参
加

人
数
も
４
名
増
え

ま
し
た
。
子
供
の

小
さ
な
奥
様
も
み

え
て
参
加
す
る
の

も
大
変
な
事
と
思

い
ま
す
が
今
後
と

も
こ
の
よ
う
な
会

が
西
尾
支
部
で
喜

こ
ば
れ
て
続
く
こ

と
を
心
か
ら
願
い

ま
す
。

山
崎

陸
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愛

雨転“

噌欝

;灘

７
月
各
支
部
の
動
き

愛
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

七
月
十
一
日
、
岐
阜
県
の

山
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
各
地
区
よ
り
四
十
六
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ

ぐ
河
合
澄
夫
氏

Ｐ
ｂ
■
ｐ
■
。
■
■
。
■
伊
日
■
。
ｄ
■
。
■
。
。
ａ
■
■
日
告
。
Ｄ
■
９
．
■
＆
■
■
。
。
■

愛
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で

あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
前
に

は
江
南
支
部
の
滝
幹
事
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
闘
志
を
胸
に
プ
レ
ー
に

熱
中
、
又
楽
し
み
な
が
ら

へ
‐
ｌ
‐
ｌ
ｌ西

尾
支
部
だ
よ
り


